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思
い
出
い
っ
ぱ
い
！

思
い
出
い
っ
ぱ
い
！

笑
顔
の
締
め
く
く
り

笑
顔
の
締
め
く
く
り

「
子
ど
も
の
成
長
を
実
感
で
き

た
」「
土
曜
日
開
催
に
な
り
、
父

親
も
参
加
し
や
す
か
っ
た
」
と

い
っ
た
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
３

月
14
日
㈯
、
笠
懸
公
民
館
で
２

０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
最
後

の
活
動
を
行
い
、
11
組
33
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
集
大
成
と
な
る
閉

講
式
で
は
、
七
夕
飾
り
や
消
防

署
見
学
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
豆

ま
き
等
の
１
年
間
の
思
い
出
を

全
員
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
根
岸
先
生
か
ら

「
今
年
度
か
ら
名
称
を
変
更
し
、

兄
弟
で
の
参
加
や
１
歳
半
か
ら

の
小
さ
い
子
も
加
わ
っ
て
活
動

し
ま
し
た
。
集
団
生
活
の
中
で
、

順
番
を
待
つ
こ
と
や
挨
拶
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
来
年
度
も
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
計
画
を

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
会
で
は
、
保
護
者

一
人
ひ
と
り
が
感
想
を
述
べ
、

　
最
後
に
感
謝
を
込
め
て
根
岸

先
生
へ
花
束
が
贈
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
１
年
間
の

活
動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲素敵な思い出をありがとう!!

ベビーキッズクラブ　学級生を募集します

◇実施期間　令和８年７月～令和９年３月　
　　　　　　（月２回・全 16回）
◇時　　間　午前 10時～ 12時
◇対  象  者　親子(またはおじいちゃんおばあちゃんと孫)参加できる方
　　　　　　親：市内に在住または在勤
　　　　　　子：令和４年４月２日～令和６年 10月１日生
◇内　　容　季節の行事や集団遊びを通じた情報交換や交流。
　　　　　　（専任の講師がいます）
◇申込方法 Logo フォームにて申込
◇申込期間　４月 18日㈯～５月 31日㈰まで
◇そ  の  他　具体的な内容は開講前の６月中旬の打ち合わせで
　　　　　　講師と学級生で相談して決めます。　
　　　　　　※参加費は無料ですが、活動内容によって食材費等実費
　　　　　　　負担があります。

笠懸公民館では、子育てに励むパパママを応援しています。
そろそろお友だちと遊ばせたいと思っている方、ママ友がほしいと
思っている方、子育てについて話がしたい方、公民館で楽しく活動し
ながら地域で仲間づくりをしませんか。

曜 日

会 場

定 員

申込方法

問 合 先

隔週　土曜日

▲R7年度の活動の様子
　　　　　左から消防署見学、焼き芋、正月遊び
　　その他にも七夕、ハロウィン、節分など盛りだくさん !!

笠懸公民館
（みどり市笠懸町阿左美1581-1）ほか

親子 15組（先着順）

Logo フォーム
★QRコードを読み取り、
必要事項を入力してください。

笠懸公民館
みどり市笠懸町阿左美1581-１
 0277-76-2211



（2）笠懸公民館だより

▲息の合ったハンドベル演奏

▲講師の荻野亮吾さん

地
域
の
組
織
（
自
治
会
、
子
ど

も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
に
属
し
た
つ

な
が
り
が
、現
代
社
会
で
は「
選

択
」
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

　
人
と
人
の
つ
な
が
り
は
「
見

え
な
い
」、
見
え
な
い
も
の
に

ど
う
働
き
か
け
る
の
か
、
関
係

の
「
き
っ
か
け
」
を
創
り
出
す

発
想
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
趣
味
や
関
心
で
つ
な
が
る

サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
で
の
仲

間
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。

二
つ
目
に
、
公
民
館
や
地
域
の

中
に
「
ゆ
る
や
か
な
居
合
わ
せ

る
場
」
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
、

こ
ど
も
食
堂
や
高
齢
者
の
サ
ロ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

い
と
い
う
熱
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
前
半
の
最
後
は
「
大
畑
し
だ

れ
桃
の
会
」
の
山
口
雅ま

さ
の
り道
さ
ん

で
す
。
35
年
前
の
１
本
の
苗
木

か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
約
２
０

０
０
本
。
10
年
間
で
１
万
本
を

植
え
る
計
画
の
も
と
、
行
政
と

も
協
力
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー

が
自
主
的
に
草
刈
り
な
ど
を
し

て
、
育
成
に
努
め
て
い
る
様
子

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
発
表
も
、
地
域
の

活
性
化
を
担
う
力
強
い
も
の
で

し
た
。

　
実
践
例
と
し
て
千
葉
県
柏
市

や
近
江
八
幡
市
な
ど
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
公
民

館
の
普
段
の
活
動
を
大
切
に
し
、

対
話
を
積
み
重
ね
て
自
分
た
ち

の
足
元
と
地
域
の
未
来
を
見
据

え
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た　
出
会
え
て
よ

か
っ
た
」
に
繋
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
公
民
館

こ
れ
か
ら
の
公
民
館

が
で
き
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と

　
後
半
は
、
３
つ
の
団
体
の
発

表
を
受
け
て
の
講
演
で
、
講
師

は
日
本
女
子
大
学
の
荻
野
亮
吾

さ
ん
で
す
。

　
公
民
館
の
活
動
と
は
地
域
の

「
縁え

ん

」
を
紡
ぐ
こ
と
で
す
。
公

民
館
の
原
点
は
「
寺
中
構
想
」

で
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
、

民
主
主
義
を
担
う
市
民
の
育
成

に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

80
年
が
過
ぎ
た
現
在
、
地
域
社

会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

公
民
館
大
会
開
か
れ
る

公
民
館
大
会
開
か
れ
る

紡
い
だ
「
縁
」
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

紡
い
だ
「
縁
」
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
前
半
は
、
東
地
区
を
中
心
に

活
動
す
る
３
団
体
の
取
り
組
み

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
で

地
域
を
結
ぶ
」
と
題
し
て
エ
ン

ジ
ェ
ル
ベ
ル
の
渡
辺
好
恵
さ
ん

が
登
壇
。
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
に
旧
東
村
の
童
謡
ふ
る

さ
と
館
専
属
合
奏
団
と
し
て
誕

生
以
来
、
四
半
世
紀
を
超
え
て

活
動
し
、
各
地
の
音
楽
祭
や
施

設
へ
多
数
出
演
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
大
会
の
冒
頭
に
は

「
竹
田
の
子
守
唄
」
な
ど
３
曲

が
演
奏
さ
れ
、
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
杲ひ

の
で

の
会
の
大
渕
登

喜
子
さ
ん
と
新
井
恵
子
さ
ん
に

よ
る
「
星
野
富
弘
作
品
の
朗
読

で
人
と
人
と
を
繋
ぐ
」
の
発
表

で
す
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
か
ら
始
め
た
朗
読
会
は
、
26

（
令
和
８
）
年
11
月
で
２
０
０

回
を
数
え
る
そ
う
で
す
。
会
名

は
富
弘
さ
ん
の
母
校
の
名
を
残

そ
う
と
の
思
い
か
ら
命
名
さ
れ

た
も
の
で
、
言
葉
を
共
有
し
た

　
「
み
ど
り
市
公
民
館
大
会
」
が
３
月
15
日
㈰
、
東
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
「
住
ん
で
よ
か
っ
た　
出
会
え
て
よ
か
っ
た
～

地
域
を
む
す
ぶ
、
人
を
む
す
ぶ
公
民
館
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
前
半

は
活
動
発
表
と
討
論
、
後
半
は
講
演
が
行
わ
れ
、
地
域
の
絆
を
再

確
認
す
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

音
色
・
言
葉
・
花
で

音
色
・
言
葉
・
花
で

地
域
を
結
ぶ

地
域
を
結
ぶ

サークルの活動を館報で紹介しませんか?
笠懸公民館で活動しているサークルのみなさんを編集協力員が取材し記事を紙面で掲載します。

詳しくは笠懸公民館まで
お気軽にお問い合わせください。

活動を多くの人に
知ってもらおう！

◆ 問い合せ先　笠懸公民館　
　　〒379-2311　みどり市笠懸町阿左美 1581-1
　　TEL：0277-76-2211 FAX：0277-76-2836
　　メール：kouminkan@city.midori.gunma.jp メールQRコード
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▲塗り絵のような楽しさ！

▲ドリル作業に没頭中！

　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
の

夏
休
み
に
開
催
し
た
ア
イ
シ
ン

グ
ク
ッ
キ
ー
教
室
が
、
大
変
好

評
だ
っ
た
の
で
、
３
月
７
日
㈯

に
笠
懸
公
民
館
美
術
工
芸
室
で

リ
バ
イ
バ
ル
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
参
加
者
18
人
）

　
前
回
に
引
き
続
き
、
講
師
に

は
伊
勢
崎
市
で
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
教
室
を
主
宰
す
る
田

村
明
日
香
さ
ん
で
す
。
丁
寧
で

分
か
り
や
す
い
指
導
で
、
ア
イ

　
笠
懸
公
民
館
主
催
講
座
「
大

人
の
竹
灯
籠
づ
く
り
教
室
」
が

３
月
８
日
㈰
、
同
館
美
術
工
芸

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
は
、
東
町
座
間
の
「
わ
ら
べ

工
房
」
か
ら
橋
本
翼
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。

　
参
加
者
11
人
は
講
師
の
説
明

を
受
け
、
用
意
さ
れ
た
長
さ
約

30
㎝
の
竹
筒
に
、
猫
や
花
な
ど

が
描
か
れ
た
型
紙
を
固
定
。
そ

シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
の
作
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

　
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
は
粉

糖
、
卵
白
と
水
を
混
ぜ
て
作
る

ク
リ
ー
ム
で
表
面
を
デ
コ
レ
ー

の
後
、
型
紙
に
沿
っ
て
ド
リ
ル

で
丁
寧
に
穴
を
開
け
る
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
の

ド
リ
ル
で
力
が
入
る
け
ど
、
没

頭
で
き
て
楽
し
い
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
制
作
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
に
は
複
数
の
型
紙
を
組
み

合
わ
せ
、
多
く
の
穴
を
開
け
て

達
成
感
に
浸
る
参
加
者
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
竹
灯
籠
は
、
希
望

者
の
作
品
に
限
り
館
内
で
１
週

間
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ン
し
た
ク
ッ
キ
ー
で
す
。 

　
「
ア
イ
シ
ン
グ
」
と
は
乾
燥

し
て
白
く
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
氷

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
好
き
な
色
や
デ
ザ
イ
ン
で
作

れ
て
、
見
た
目
も
可
愛
く
、
一

見
難
し
そ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

作
り
方
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、

何
よ
り
火
を
使
い
ま
せ
ん
。

　
ま
る
で
塗
り
絵
の
よ
う
な
楽

し
い
感
覚
で
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
参
加
者
が

作
業
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が

可
愛
い
ク
ッ
キ
ー
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　
点
灯
時
に
は
、
制
作
時
と
は

ま
た
異
な
る
幻
想
的
な
表
情
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

キ
ラ
キ
ラ

キ
ラ
キ
ラ

  
輝
く
ク
ッ
キ
ー

輝
く
ク
ッ
キ
ー

笑
顔
の
中
で

笑
顔
の
中
で

竹
灯
籠
作
り

竹
灯
籠
作
り

学習支援ボランティア募集中！
夏休みの子どもたちの勉強をサポートしませんか？

令和 8年度　みどり市公民館主催「こうみんかんdeスタディ」

・子どもが好き
・教員を目指している
・就活や単位取得のためボランティア経験がほしい
・退職後、自由な時間が増えた
・地域に貢献したい…
　そんなみなさんのお申込をお待ちしております！

7月21日(火)～24日(金）
7月28日(火)～31日(金）
【午前の部】9:00～12:00
【午後の部】13:00～16:00

日時

◇会　　場　笠懸公民館　
◇対　 象　みどり市及びみどり市近郊に在住する高校生以上の方
◇謝　　礼　１回 750円（交通費・所得税込）
　　　　　　※１日に午前・午後両方参加する場合は２回とカウントします。
◇申込方法 Logo フォームまたは
　　　　　　笠懸公民館に窓口・電話・メールのいずれかでお申込みください。
　　　　　　※名前、住所、電話番号、年齢、（学生の場合は）学校名、
　　　　　　　参加できる日程を教えてください。
　　　　　　※窓口・電話受付時間：火～日　9：00～17：00
◇申込期間　６月 16日（火）まで

█お問い合わせ　笠懸公民館
TEL 0277(76)2211
E-mail kouminkan@city.midori.gunma.jp

\ スマホで 1分！かんたん申込み /

※カメラをかざして
　フォームへアクセス！
（外部サイトに移動します）
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今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
そ
う
な
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
写
真
が
印
象
的

で
し
た
。

　
公
民
館
の
活
動
を
知
り
、
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

◎
公
民
館
だ
よ
り
の
取
材
等
は

編
集
協
力
員
（
一
般
市
民
）
が

担
っ
て
い
ま
す
。「
で
き
る
時

に
、
で
き
る
人
が
、
で
き
る
事

を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
く
活

動
中
！
興
味
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
見
て
み
よ
う
公
民
館
活
動

２
０
２
５
年
度
大
写
真
展
」
が

３
月
11
日
㈬
か
ら
４
月
14
日
㈫

ま
で
の
間
、
笠
懸
公
民
館
ふ
る

さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
拡
大
カ
ラ
ー
コ

ピ
ー
さ
れ
た「
公
民
館
だ
よ
り
」

や
１
年
間
の
公
民
館
行
事
な
ど
、

時
系
列
に
写
真
が
見
や
す
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
の

公
民
館
の

一
年
を
振
り
返
る

一
年
を
振
り
返
る

　
そ
も
そ
も
、
「
茶
の
湯
」
は

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
菓
子
を

食
べ
る
だ
け
の
催
し
で
は
な
い
。

主
催
者
で
あ
る
亭
主
の
趣
向
や

道
具
の
取
り
合
わ
せ
、
床
の
間

の
掛
け
軸
な
ど
、
そ
こ
に
あ
る

す
べ
て
の
も
の
を
楽
し
む
総
合

芸
術
を
味
わ
う
催
し
な
の
だ
。

　
茶
碗
を
回
す
の
も
そ
の
一
環

で
あ
り
、
茶
碗
を
よ
く
見
て
そ

の
よ
さ
を
味
わ
う
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
茶
道
で
使
う
茶
碗
は

正
面
が
決
ま
っ
て
い
る
。
表
面

に
模
様
の
あ
る
ほ
う
が
正
面
で
、

『
茶
道
で
は
、

な
ぜ
茶
碗
を
回
す
？
』

　
茶
道
の
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
な
く
て
も
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
、
茶
碗
を
手
の
ひ
ら
の
中

で
回
し
て
か
ら
お
茶
を
飲
む

シ
ー
ン
を
見
た
こ
と
が
あ
る

人
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

こ
の
茶
碗
を
回
す
動
作
に
は
、

作
法
が
大
切
な
お
茶
の
世
界

で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

茶
碗
を
回
し
て
わ
ざ
と
正
面

を
避
け
て
お
茶
を
飲
む
。
こ

れ
に
は
、
亭
主
に
対
す
る
謙

遜
の
気
持
ち
を
表
す
と
い
う

意
味
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
茶
碗
を
細
か
く
回

す
の
は
、
よ
り
丁
寧
な
動
作

を
す
る
こ
と
で
心
の
ゆ
と
り

を
表
し
て
い
る
。
茶
の
道
は
、

茶
碗
を
回
す
だ
け
で
も
、
な

か
な
か
奥
が
深
い
も
の
だ
。

太古の響き～平和を考えるアート展～太古の響き～平和を考えるアート展～太古の響き～平和を考えるアート展～

日　　時　令和８年５月 20日（水）～５月 31 日（日）
場　　所　みどり市笠懸公民館　ふるさとギャラリー
展示内容　①太古の響き（陶製の創作楽器展）
　　　　　②平和を考える絵画の展示
　　　　　③社会福祉法人善隣学園ルンビニー園アトリエ留美作品展
関連行事　太古の響きワークショップ
　　　　　　　5月 20日（水）、24日（日）午後 2時～
　　　　　　　　　展示解説会：５月 30日（土）午前 10時～
＊期間中、笠懸図書館で楽器、アートの特集を行います。

　陶製の創作楽器（水留音）を展示します。１つ１つ手作りなので、音色も
音の高さも、全部違います。見て、叩いて、太古の響きを味わってみませんか。
　群馬及び栃木で活躍する現代アートの作家兼ディレクターである篠﨑孝司
さんが創作した楽器とともに、平和をテーマとした絵画、ルンビニー園の美
術班「アトリエ留美」の作品も、併せて展示します。

すいるおん

▲あ、これ知ってる！

　
第
12
回
笠
懸
公
民
館
利
用
者

の
会
理
事
会（
上
山
利
夫
会
長
）

が
３
月
19
日
㈭
に
笠
懸
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
新
年
度
に
向
け

た
役
員
体
制
が
審
議
さ
れ
、
５

月
の
総
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
の
活
動

計
画
の
協
議
が
行
わ
れ
、
５
月

21
日
㈭
の
定
期
総
会
を
始
め
と

し
、
６
月
14
日
㈰
と
12
月
13
日

㈰
に
は
恒
例
の
館
内
大
掃
除
な

ど
の
事
業
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
交
流
事
業
な
ど

に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
体
制
の
も
と
、
各
サ
ー
ク

ル
が
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
展

開
で
き
る
よ
う
、
役
員
・
理
事

の
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
へ

次
年
度
へ

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
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多
世
代
交
流
館
で
３
月
24
日

㈫
、
第
３
回
み
ど
り
市
公
民
館

運
営
審
議
会（
近
藤
巧
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
11
月
以
降
の
各

館
事
業
や
３
月
の
公
民
館
大
会

の
成
果
が
報
告
さ
れ
、
笠
懸
公

民
館
の
高
齢
者
大
学
が
延
べ

９
１
４
人
の
参
加
と
な
る
な
ど
、

活
発
な
学
習
活
動
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
サ
ー

ク
ル
維
持
が
難
し
い
中
、
市
外

の
人
と
の
交
流
も
視
野
に
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
「
７
割

規
定
」
の
見
直
し
等
、
実
情
に

即
し
た
活
動
継
続
の
ル
ー
ル
作

り
を
次
年
度
以
降
も
検
討
す
る

任
期
満
了

任
期
満
了

公
民
館
運
営
審
議
会

公
民
館
運
営
審
議
会

生
バ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
♪

生
バ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
♪

２
区
歌
声
広
場

２
区
歌
声
広
場▲清掃完了！集めたゴミと一緒に パシャリ

　

み
ど
り
市
勤
労
者
協
議
会

（
伊
藤
正
雄
会
長
）に
よ
る「
環

境
美
化
活
動
」
が
３
月
１
日
㈰
、

み
ど
り
市
勤
労
者
会
館
周
辺
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

毎
年
春
と
秋
の
年
２
回
行
わ
れ

て
い
る
恒
例
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

当
日
は
曇
り
空
な
が
ら
も
、

平
年
よ
り
気
温
が
高
く
過
ご
し

や
す
い
陽
気
の
中
、
会
員
ら
18

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
期
で
２
年
の
任
期
満
了
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
委
員
か
ら

は
「
集
い
・
学
び
・
結
ぶ
」
こ

と
の
重
要
性
や
専
門
部
会
制
度

の
有
用
性
に
つ
い
て
振
り
返
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

30
年
近
く
公
民
館
活
動
に

尽
力
し
た
近
藤
委
員
長
か
ら

は
、
活
動
へ
の
感
謝
と
と
も
に

「
新
し
い
芽
を
育
て
て
ほ
し
い
」

と
次
世
代
へ
託
す
想
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、

今
後
も
公
民
館
運
営
へ
の
継
続

的
な
協
力
を
お
願
い
し
、
会
議

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

環
境
美
化
で

環
境
美
化
で

  

地
域
を
き
れ
い
に

地
域
を
き
れ
い
に

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
会
館
周
辺
の
道
路
沿
い
や

植
え
込
み
に
落
ち
て
い
る
空
き

缶
や
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
拾
い
集
め
、

地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
何
気

な
く
通
っ
て
い
る
道
も
、
意
識

し
て
み
る
と
意
外
と
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
る
も
の
で
す
ね
。
き
れ

い
に
な
る
と
気
持
ち
が
い
い
で

す
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

た
備
え
や
、
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
判
断
を
事
前
に
考
え

て
お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
に

土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫
の
危

険
が
あ
る
場
合
な
ど
、
判
断

に
迷
う
際
に
は
、
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

せ
ず

指
定
避
難
所
等
へ
避
難
す
べ

き
で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
の
倒
壊
を
防

ぐ
備
え
と
し
て
、
み
ど
り
市

で
は
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

「
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
備

え
を
、
今
一
度
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

在
宅
避
難

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
果
た
し
て
自
分
の
家
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
？

　
避
難
所
で
の
生
活
は
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
過
密

状
態
や
深
刻
な
ト
イ
レ
問
題

等
、
必
ず
し
も
快
適
な
環
境

が
確
保
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
災
害
時

で
も
自
宅
で
生
活
を
継
続
で

き
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
、
命
と
暮
ら
し
の
質
を
守

る
た
め
の
有
効
な
選
択
肢
と

な
り
ま
す
。

　
「
在
宅
避
難
」
を
想
定
し

防
災
を
考
え
る
64

と
で
、
曲
に
よ
っ
て
は
参
加

者
た
ち
が
踊
り
だ
す
場
面
も

あ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
笠
懸
町
第
２
区
公
民
館
で

毎
月
第
２
月
曜
日
に
行
っ
て

い
る
「
歌
声
広
場
」
が
２
周

年
記
念
で
３
区
の
バ
ン
ド

「
ザ
・
ロ
ー
ジ
ン
ズ
」
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
カ
ラ
オ
ケ
の
モ

ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
で
す
が
、

今
回
は
生
バ
ン
ド
と
い
う
こ

▲会場に響く生演奏♪
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【老人クラブ入会のご案内】
見つけよう、生きがい！ ～一人で過ごす時間を、仲間と過ごす時間へ～

● 楽しく体を動かそう！スポーツ＆サークル
　グラウンドゴルフ、輪投げ、ボッチャ、卓球などの軽スポーツから、カ
ラオケや舞踊などの趣味の集まりまで。練習日や大会もあり、初心者の方
も気軽に楽しんでいます。
● 地域のイベントを盛り上げよう！
　納涼祭や福祉サロン、芸能発表会への出演や応援など、地域との交流も
盛んです。
● お出かけや学びも充実！
　「高齢者大学」や市の「敬老旅行」も、仲間と一緒なら申し込み手続きが
スムーズで安心です。
● 地域に恩返し。ボランティア活動
　公園や博物館周辺の清掃、公民館の花壇整備など、みんなで街をきれい
にしています。

　各行政区の老人クラブでは、健康づくりや仲間づくり、地域を豊かにするボランティアなど、毎日が楽しくなる
活動を行っています。

対　　　象：各区にお住まいの概ね65歳以上の方

年　会　費：1,000円

入会申込書：各行政区公民館、笠懸公民館、みどり市社

会福祉協議会 笠懸支所（笠懸庁舎1階）に

あります。

提　出　先：笠懸公民館・社会福祉協議会 笠懸支所は

「事務局窓口」へ

　　　　　　各行政区公民館は「郵便受箱」へ入れてく

ださい。

笠懸地区老人クラブ連合会役員一同

～

【入会のご案内】

☆主な活動☆

▲未来への決意を語る

▲豪華登壇者とみどモスが映画の魅力をPR♪

須
藤
市
長
が
登
壇
。
監
督
が
理

想
の
風
景
を
求
め
て
３
０
０
カ

所
以
上
巡
っ
た
こ
と
や
、
藤
原

さ
ん
が
役
作
り
の
た
め
東
京
か

ら
自
転
車
で
市
内
を
訪
れ
た
と

い
う
驚
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

貴
重
な
撮
影
秘
話
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
出
身
の
俳
優
・
大

川
楓
佳
さ
ん
が
司
会
を
務
め
る

な
か
、
終
盤
に
は
待
望
の
予
告

映
像
も
特
別
に
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
３
月
の
劇
場
公
開
に

向
け
、
会
場
全
体
が
期
待
と
熱

気
に
包
ま
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

撮
影
秘
話
に

撮
影
秘
話
に沸

く
会
場

沸
く
会
場

　
第
２
部
で
は
、
岩
宿
遺
跡
を

発
見
し
た
相
澤
忠
洋
さ
ん
の
生

き
方
を
描
く
映
画
『
赤
土
に
眠

る
』
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
金
子
雅
和
監

督
、
主
演
の
藤
原
季
節
さ
ん
、

市
制
施
行

市
制
施
行
2020
周
年
周
年

輝
か
し
い
未
来
へ

輝
か
し
い
未
来
へ

　
式
典
は
、
合
併
か
ら
の
20
年

を
振
り
返
る
動
画
上
映
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
須
藤
昭
男
市
長

は
式
辞
の
中
で
、
自
然
と
住
環

境
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
歩
み
を
振
り

返
り
、
今
後
は
特
に
「
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
く

こ
と
を
強
調
。
全
て
の
世
代
が

将
来
に
希
望
を
持
て
る
明
る
い

ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
と
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
へ
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

か
ら
は
そ
の
功
績
を
称
え
る
温

か
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
の
市
の
歴
史
を
支
え
て
き
た

市
民
へ
の
感
謝
と
、
次
世
代
へ

の
願
い
が
共
有
さ
れ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
20
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
３
月
28
日
㈯
、
笠
懸
野

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
輝
か
し
い
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

感
謝
を
込
め
て

感
謝
を
込
め
て
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▲春爛漫の鹿の川沼

山
の
麓
に
は
、

五
術
占
術
士
の

三
宮
光
珠
さ
ん

が
斎
主
を
務
め

る
「
三
宮
明
日

香
大
社
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ

は
神
仏
習
合
の

形
式
を
今
に
伝

え
る
珍
し
い
神

社
で
す
。

　
護
摩
法
に
よ

る
開
運
や
お
祓

い
の
ほ
か
、
運

勢
鑑
定
や
東
洋

占
術
教
室
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
歩
中
に
入

る
と
、
奥
に
は
厳
か
な
護
摩
行

の
場
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
を
圧

倒
す
る
神
秘
的
な
空
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。

留
場
か
ら
早
稲
田
ま
で
の
12
・

２
㎞
で
約
55
分
か
け
て
走
り
ま

す
。「
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
」

と
も
呼
ば
れ
、
王
子
駅
前
か
ら

飛
鳥
山
公
園
を
左
に
見
て
駆
け

上
が
る
光
景
が
わ
た
し
の
好
き

な
区
間
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
東

急
世
田
谷
線
で
す
。

京
王
線
下
高
井
戸

駅
か
ら
東
急
田
園

都
市
線
の
三
軒
茶

屋
駅
ま
で
５
㎞
を

約
20
分
か
け
て
走

り
ま
す
。
軌
間
は

１
３
７
２
㎜
で
Ｊ

Ｒ
線
や
一
般
の
鉄

道（
１
０
６
７
㎜
）

よ
り
広
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
新
幹

線
は
１
４
３
５

㎜
）

　
下
高
井
戸
駅
を

出
ま
す
と
、
直
ぐ

に
住
宅
街
に
入
り
、

大
き
な
起
伏
も
な

く
ト
コ
ト
コ
と
走

列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
東
急
世
田
谷
線

野
利　
哲

　
東
京
都
区
内
に
軌
道
を
走
る

路
線
が
２
本
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
都
電
荒
川
線
で
三
ノ
輪
橋
停

▲トコトコ走る招き猫電車

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

御
朱
印
め
ぐ
り

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
春
は
花
が
咲
き
心
が
踊
る
季

節
で
す
。
４
月
５
日
㈰
に
岩
宿

資
料
館
そ
ば
の
鹿
の
川
沼
の
桜

を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
桜
の
花
の
ピ
ン
ク
と
土
手
の

菜
の
花
の
黄
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
綺
麗
で
見
ど
こ
ろ
で
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
桜
も
老
木
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
か
な
ぁ
、
あ
と
何
年
咲
く

の
か
な
ぁ
⁉︎
こ
の
美
し
い
風
景

を
次
世
代

に
残
す
に

は
、
将
来

的
な
植
樹

な
ど
の
備

え
も
大
切

か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
隣
に
見

え
る
琴
平

▲三宮明日香大社の御朱印

り
ま
す
。
車
両
は
３
０
０
系
２

両
編
成
で
、
上
町
駅
に
車
庫
が

あ
り
出
番
を
待
つ
車
両
が
休
ん

で
い
ま
し
た
。
途
中
、
山
下
駅

は
小
田
急
線
の
豪
徳
寺
駅
へ
の

乗
り
継
ぎ
連
絡
駅
で
す
。

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
５

月
１
日
、
開
通
１
０
０
周
年
を

迎
え
、
世
田
谷
線
の
前
身
の

玉
電
の
開
業
１
１
０
周
年
に

は
「
幸
運
の
招
き
猫
電
車
」
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
が
走
っ
て
い
ま

し
た
。
招
き
猫
と
は
「
豪
徳
寺

の
幸
運
を
招
く
猫
」
に
由
来
す

る
ら
し
い
で
す
ね
。
愛
ら
し
い

顔
を
し
て
い
ま
す
。
運
賃
は
均

一
制
の
１
６
０
円
で
前
払
い
方

式
で
す
。
お
す
す
め
は
一
日
乗

車
券
で
、
３
８
０
円
で
し
た
。



（8）笠懸公民館だより

れ
を
見
つ
け
て

き
て
く
れ
ま
す
。

　
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
く
家
々

に
も
色
と
り
ど

り
の
物
語
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
を
地
域

の
日
常
と
し
て

伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

▲ニコロ(左)、マルコ(右)

ち
ょ
っ
と
一
息

　
我
が
家
の
猫
は
18
歳
。
か

つ
て
軽
々
と
飛
び
乗
っ
て
い

た
高
い
場
所
も
、
今
で
は
見

上
げ
る
ば
か
り
に
な
り
、
食

事
も
高
齢
ペ
ッ
ト
用
の
柔
ら

か
い
も
の
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
他
に
も
16
歳
、
15
歳

の
猫
と
、
14
歳
の
犬
が
お
り
、

ペ
ッ
ト
の
高
齢
化
が
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
実
家
の
両
親
も
今

年
で
89
歳
と
87
歳
。
運
転
免

許
を
返
納
し
た
二
人
の
通
院

や
買
い
物
に
は
私
が
付
き
添

っ
て
い
ま
す
が
、
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
に
ど
う
寄
り
添
う
べ

き
か
、
迷
う
場
面
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
週
２
回
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ

ん
の
助
言
を
仰
ぎ
、
家
族
や
近

隣
の
方
々
に
も
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
自
身
も
「
シ
ニ
ア
ケ
ア
ラ

ー
」
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
と
両
親

の
言
動
に
時
折
き
つ
め
の
ツ
ッ

コ
ミ
を
入
れ
な
が
ら
、
賑
や
か

な
日
々
を
何
と
か
乗
り
切
っ
て

い
ま
す
。

ミ
ケ

っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ど
の
家
も
、「
家
族
」

の
お
話
を
す
る
顔
は
と
て
も
幸

せ
そ
う
で
、
心
豊
か
な
日
々
を

共
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
家
に
も
ニ
コ
ロ（
６
歳
）

と
マ
ル
コ
（
２
歳
）
の
二
匹
の

犬
が
い
て
、
ど
こ
に
行
く
に
も

一
緒
で
す
。
草
木
橋
の
真
下
を

Ｓ
Ｕ
Ｐ
で
渡
っ
た
り
、
奥
利
根

湖
の
最
深
部
ま
で
カ
ヤ
ッ
ク
で

遡
り
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い

て
冬
の
赤
城
山
を
登
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
彼
ら
と
観
る
世
界
は
と
て
も

美
し
く
、
私
の
生
活
に
彩
り
を

加
え
て
く
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
暮
ら
し

に
も
た
く
さ
ん
の
楽
し
み
や
感

動
が
隠
れ
て
い
て
、
彼
ら
は
そ

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
㉗

ど
う
ぶ
つ
家
族
㉗

ニ
コ
ロ

　
＆
マ
ル
コ
（
７
区
）

　
ど
う
ぶ
つ
家
族
は
地
域
の
人

た
ち
の
日
常
を
何
か
伝
え
た
く

て
始
め
た
企
画
で
す
が
、
早
く

も
今
年
で
３
年
目
、
取
材
し
た

お
家
は
25
軒
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
の
お
家
も
犬
や
猫
た
ち
を

家
族
同
然
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
存
在
と
し
て
共
に
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
ペ
ッ
ト
は
家
族
で
は
な

い
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

で
は
「
ど
ん
な
存
在
が
家
族
で

す
か
」
と
た
ず
ね
れ
ば
、「
心

の
支
え
に
な
る
存
在
」「
安
心

で
き
る
存
在
」
等
の
答
え
が
返

あなたも家族 (ペット ) を紹介しませんか !?
募集対象　犬･猫･小動物など、どんな種類の動物でもOK※品種や飼い主名等は掲載しません。

【留 意 点】
•編集協力員による対面取材後に、紙面へ掲載します。
•次号以降のお友達の家族 (ペット )の紹介にご協力ください。
•在住区域 (行政区等 )を掲載させていただきます。
【応募方法】
　飼い主の氏名・連絡先・家族 (ペット )の情報を電話またはメールで
笠懸公民館までお伝えください。
 0277（76）2211
 kouminkan@city.midori.gunma.jp EE QRコード

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
三
月
例
会
よ
り

ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
が
り
知
ら
せ
ラ
イ
ン
せ
り
嫁
の
返
信
戦
争
憂
ふ
　
　
　	

上
村
　
征
子

卓
上
の
タ
ン
ヤ
オ
・
ピ
ン
フ
に
気
を
置
き
て
頭
巡
ら
す
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
　	

久
保
田
茂
子

何
時
し
か
に
庭
の
辛こ

ぶ
し夷
の
咲
き
満
ち
て
隣
家
の
屋
根
を
お
ほ
か
た
隠
す	

関
口
　
定
夫

季
語
と
し
て
い
つ
か
覚
え
し
春
隣
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
勢
ひ
を
増
す
　
　
　
　
　
　
平
山
　
勇


